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〇国内・海外と「dnグ・
加しており．それらに起因する大規桟な水寄が頻発している

'0 平成30年7月西日本ではカスケーディグ及びインタラクティブ
ザード(cascading and interacting hazards)とみられる豪雨

が日本到鳥の広籠囲にわf二って繕攀し．慶大な箪書を．

研究の目的
◇バングラデシュ全土における広域氾濫マッピングとその地域的な
素因（地形、土地利用変化、人工構造物など）による水害リスクを
時空間的・定量的に評価を行う。

令途上国における地域防災能力（迅速な回復カ・強化力）向上と緊
一急な即及対策・計画に役に立つことを目指す。 ＜こz

Land Cover (GLCNMO) Version 3, 500m (15 seconds) 
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まとめ
9 リスク情報によりパングラデシュにおける包括的な水害把握でき
るよう国際河川のブラマプトラ川に適用した．

り試行的研究事例：大規模な国際河川における長期砂今洪水モニ・
タリング高度化を目指して．複数時系列の衛星観測ァータとリス
ク要因データを連携させて．（時空間分布）広域的な洪水氾濫リ
スク評価を試みた。

〇防災危機管理プロセス：防災対策や防災レジリアンス能力向
上．また利害関係者には水害リスクヘの理解を深め，一般市
民には信頼性の高い災害マッブ情報を提供できる。

「
＾稔位塁題—
〇複数画像の欠損値、 LSTの検証、雲の影響
〇複数画像データの融合アルゴリズムなど

ぷ雷．雷胃翡沿訊↑｀白儡ヽ面符色？

竺SPS科研費 Bl由0唖生言三二；
Board泊加bfu匹ma 一蘊蒼配蜘孜配認：受けました．
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